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含んだ採水器を用いて 2012 年 12 月 23 日から











































した。日降水量は 0.64 mm/day（N-30）～29.16 
mm/day（N-16）であり、6 月および 9 月から 10
月にかけて 10 mm 以上の期間が見られた。 
降水中のδ 18O は−20.4‰（N-02）～−2.3‰
（N-14）であり、最小値を示した N-02 を除くと、
6 月から 9 月では−7‰程度と低く、それ以外では
−3‰程度と高い傾向が見られた。N-02 のδ18O が
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中のδ18O と d-excess の月平均値を示す。その結
果、本地点で観測されたδ18O の季節変動パターン
は西日本・太平洋側とよく一致しており、相関係
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N-01 2012/12/23 2013/01/08 −32.1 −6.5 19.9 3.19 7.2 
N-02 2013/01/08 2013/01/20 −158.9 −20.4 4.2 2.05 7.1 
N-03 2013/01/20 2013/02/01 −2.8 −4.2 31.0 2.20 7.6 
N-04 2013/02/01 2013/02/10 −23.2 −5.5 20.8 3.06 9.2 
N-05 2013/02/10 2013/02/20 −24.1 −5.8 22.4 5.14 7.2 
N-06 2013/02/20 2013/03/01 −32.4 −6.4 19.0 6.37 8.0 
– 2013/03/01 2013/03/10 – – – – 11.6 
N-07 2013/03/10 2013/03/19 −17.2 −3.8 13.3 2.36 13.0 
N-08 2013/03/19 2013/04/01 −4.2 −3.2 21.0 1.03 12.4 
N-09 2013/04/01 2013/04/10 −45.9 −6.6 7.0 4.19 14.9 
N-10 2013/04/10 2013/04/18 −13.6 −4.0 18.7 0.67 14.5 
N-11 2013/04/18 2013/05/07 −5.4 −2.9 18.0 2.59 15.6 
N-12 2013/05/07 2013/05/17 −29.4 −5.1 11.6 6.39 19.0 
N-13 2013/05/17 2013/05/27 −35.9 −5.7 9.3 3.30 21.4 
N-14 2013/05/27 2013/06/01 −12.1 −2.3 5.9 1.57 22.3 
N-15 2013/06/01 2013/06/12 −27.4 −3.5 0.2 0.72 22.1 
N-16 2013/06/12 2013/06/22 −72.3 −10.4 11.2 29.16 23.9 
N-17 2013/06/22 2013/07/01 −62.4 −8.7 7.1 12.05 23.0 
N-18 2013/07/01 2013/07/12 −42.7 −6.4 8.3 4.50 26.2 
N-19 2013/07/12 2013/07/23 −46.5 −6.5 5.7 0.71 27.1 
N-20 2013/07/23 2013/08/01 −42.1 −6.4 9.1 0.96 28.3 
N-21 2013/08/01 2013/08/10 −50.5 −7.3 7.8 0.87 28.1 
N-22 2013/08/10 2013/09/01 −58.7 −8.3 7.9 1.64 28.0 
N-23 2013/09/01 2013/09/10 −37.3 −6.3 12.9 9.43 25.2 
N-24 2013/09/10 2013/10/01 −48.2 −7.2 9.3 14.93 24.5 
N-25 2013/10/01 2013/10/12 −10.7 −2.6 9.8 1.21 25.0 
N-26 2013/10/12 2013/10/21 −72.2 −10.0 7.7 16.16 19.9 
N-27 2013/10/21 2013/11/01 −21.1 −4.8 17.2 2.50 18.9 
N-28 2013/11/01 2013/11/11 −52.5 −7.8 9.6 6.52 17.8 
N-29 2013/11/11 2013/11/21 −13.0 −5.5 31.2 1.81 12.6 
N-30 2013/11/21 2013/12/01 −1.6 −3.0 22.3 0.64 13.0 
N-31 2013/12/01 2013/12/12 −13.4 −5.4 30.0 1.14 10.9 
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図 3. 瀬戸臨海実験所と IMWG によって得られた
西日本・太平洋側（全 20 地点）における降水中の
δ18O（上段）と d-excess（下段）の季節変化。 
図 4. 瀬戸臨海実験所における降水中のδ18O と期
間平均した日降水量、または日平均気温との関係。
回帰直線とその式、決定係数を示す。回帰直線の計
算には、N-02 のサンプルは除外した。 
図 1.（上段）瀬戸臨海実験所における降水中のδ18O
（青線）と d-excess（赤線）の季節変化。（下段）
同実験所における採水期間中の日降水量（青線）と
日平均気温（赤線）。 
図2. 瀬戸臨海実験所における降水のδ-ダイアグラ
ム。黒線はグローバルな天水線（δD=8×δ18O+10）、
青の点線は瀬戸臨海実験所におけるローカルな天
水線を示す。 
